



Stripe Patterns in KCI Crystal in Monochromatic observation 
Tetsuro NAKATAO and Katsushi SAKATE 
(Received Apr. 14， 1971) 
When melted KCl is cooled rapidly in a crucible， crystal fragments of various 
edg，邸 areobtained. Writers observed these fragmen'ts .by means of"the monoch-
romatic photograph at 465， 353， 280 and 270 mμand followings are obtained: 
(i) Several stripe patterns are observed in monochromatic light but not in 
white light. Their orientations are cIassified into two types : (A) parallel and 
(B) nearly vertical to the step line which is the direction of the crystal growth. 
~ii) Both types of stripe pattern are giant cIusters of optical defects; lii) In 
type A， some are on the step lines but the other not. (iv) Many of type B 
appear on the growing surface at the crystal growth. And shapes of step lines 






































































( i ) 凶!液を冷却して結晶をf!1:るとき，ふつうはる
つぼの と下方向に制度勾配をつけた状態て‘冷却するo
しかしるつぼ壁は比較的厚いので，その作点のtru度は




















Fig. 1 Exarnples of step line (a)， (c)， (d) and 
a rnodel (bl)， (b2) for the growth of 
subgrain structure in the crucible 
が多いときは，Fig. 1 (a)のようになる O
(iv) Fig. 1 (b2)の場合にはこの結晶を 1つのへき


















































Fig. 2 Examples of stripe patterns of type 












(ii) 結晶の表側には step線はみられないが， うら
























Table 1 Monochromatic darkness of stripe patterns， 
where numericals are rough measure of 
darkness 
IF培 11 El 1 E2 1 Ea 1 E7 1 Eg 1 E10 
465mμ (a) 3 3 O 3 3 
465mμ (a') 3 3 O 3 3 
353mμ (b) 1 1 1 2 1 




















るO すなわちし J， Kの3つのグループにわけら
れ， Fに対しでほぼ Iは900，Jは450，Kは750"'780





























(c) 270mド O.lmm 
( d) 
Fig. 3 Examples of stripe patterns of type 
B : nearly vertical to the step line， 

































にわける口 (A)図中に Gr. G2， G3， G4， G5と示した
ものは2・2で、述べたような subgrainの境界を示す











すなわち Fig.4 (a)のように ibi2， i3……に対応し
て jl'b h……を対応させる口そのとき線分 idr.
i2h， i3h..…は結晶生長面が順次進んで、行く様子を示
すものと思われる O
































( i) 上記5・1(ii)の場合において G2に比して
らは凹凸が激しい。これは step線の両側における
subgrainの生長の状態が G2 と G3とで異なると理
解される。その観点から G2，Gs聞の結晶表面の凹凸























様子などが他の縞模様とは著るしく異なっている O ま (ii) 上記 (A)，(B)いずれの縞模様にも周囲と異
た細い縞と縞の聞は他の部分に比して明るしこれは なった特別の分光吸収を示すものがあれそれらは何
この波長の光照射によって蛍光を発するような欠陥が らかの分光学的欠陥の集まりであることが知られた口
集団的に存在することも予想させるものである(ii) 結模様 (A)の位置は step線に対応するもの
(ii) この他に不明の部分がいくつか存在する口た としないものに区別される。
とえば GaとG4との間にある黒くみえる塊は多分結 (iv) 縞模様 (B)は結品生長時の結晶生長面に対
晶表面に存在するものであるが，これはそれが非常に 応するものを推論し，また step線のおれ曲りから，
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